
様式３　モニタリング結果のまとめ

都道府県名 市町村名 地区名

計画期間 まちづくり交付金交付期間

モニタリング実施時期

●

なし

４）定量的に表現でき
　　ない定性的な効果
　　発現状況

●

●

整備の進捗も問題なく進んでおり、数値目標の達成も見込める状況である。
まちづくりワークショップが、事業の円滑化、満足度の向上に大きく貢献しており、継続して実施し、町民と
協働でまちづくりを進めたい。

達成度（モニタリング時）

－

△

－

△

総合所見
指標 単位

数値
（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ時）

従前値

その他の
数値指標1

その他の
数値指標2

通りの歩行者数 人／日 ●

平成20年3月

指標 単位

指標1

実施内容

町民主体のまちづくり協議会の
実施

谷地地区

平成16年度～平成20年度 平成16年度～平成20年度

山形県 河北町

●

実施状況 今後の対応方針等

予定どおり実施できた ・今後も同様の方法で継続していきたい。

６）モニタリングの
　　所見

●

５）実施過程の評価

１）事業の進捗状況

著しい遅れのある
事業の有無

同左事業名

なし

あり

来訪者観光客数 万人／年

住民満足度

２）都市再生整備計画
　　に記載した数値目
　　標の達成状況

達成見込みの有無
達成見込みなしの場合の対応案

あり

●

％

指標2

指標3

指標4

３）その他の数値指標
　（当初設定した数値
　目標以外の指標）に
　よる効果発現状況

効果発現の要因

指標5

基準年度

商業年間売上額
百万円／
年

●

順調

住民参加プロセス

持続的なまちづく
り

コメント
(改善点の
概要）

予定していなかったが実施した

予定したがモニタリング時点では実施していない

まちづくり塾の開催

計画・事業の進め方の改善が必要

予定していなかったが構築した

予定したがモニタリング時点では構築していない

予定どおり構築できた

その他の
数値指標3

評価項目

・本事業の実施により、行政や住民のまちづくりに対する意欲が大きく向上した。

まちづくり塾の開催の維持・継続に努める。


